
科目名 履修学年 １年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

「 遠近法・ 図法」
物事が立体的に見える 原理や法則を 学び、 理解する 。

「 こ いのぼり 　 制作」 （ 工芸表現）
こ いのぼり と いう テーマで風についてのイ メ ージを 膨ら ませる 。

支持体と し ての和紙の特徴を し っ かり と 掴み、 水彩の効果を 生かし て表現を 試みる 。 造形に対する 創作の工夫ができ る よ
う にする 。

日本の伝統的な文化・ 表現に触れてみる 。

10

2

工
芸
作
品

ワ
ー

ク
シ
ー

ト

「 古代の美術」 　 （ 学年末のテスト に向けて）
古代の美術から （ 美術の成り 立ち ） 東西の文明の始まり までの美術の流れを 学習。

10

学
年
末
考
査

粘
土
作
品

3

ワ
ー

ク
シ
ー

ト

「 色彩の学習」
色相環や色の三要素と その相互の関連について理解し ， 軽重， 寒暖の感じ について学ぶ。 それら を も と に混色や重色によ

る 色の作り 方を 学ぶ。 美し い配色や、 イ メ ージに合っ た配色を 意図的に工夫でき る よ う にする 。

「 漢字から のイ メ ージによ る 平面構成」 （ デザイ ン ）
漢字を も と に自由にイ メ ージさ せ、 発想を 広げる 。 そのイ メ ージにふさ わし い形や色の表現を 工夫する 。

レ タ リ ン グの要領を 知り ， 基本書体が正し く かける よ う にする 。
用具や材料の特徴を 生かし た楽し いイ メ ージのデザイ ン ができ る よ う にする 。

絵
文
字
作
品

6

「 立体でと ら える 」 （ 粘土によ る 表現）
量や動勢など立体を 形成する 要素に気づいて表現する 楽し さ を 味わう 。 いろ いろ な角度から 対象を 観察し 、 立体と し て把
握でき る よ う にする 。 材料の特性を 理解し 用具を 適切、 安全に使用し て制作する 能力を 養う 。 自己の制作意図、 作業手順

と 作業内容を 明確にし 、 計画性を も っ て作品制作を 行う 。

・ 形や色彩、 材料、 光などの性質や、 それら が感情
にも たら す効果などを理解するこ と ができ る。
・ 材料や用具の特性を生かし 、 意図に応じ て工夫し
て表現するこ と ができ る。

・ 対象や事象を見つめ感じ 取っ た形や色彩の特徴や美
し さ 、 想像し たこ と などを基に主題を生み出すこ と が
でき る。 また全体と 部分の関係などを考え、 創造的な
構成を工夫し 、 心豊かに表現する構想を練るこ と がで
き る。

・ 美術の創造活動の喜びを味わい、 感じ 取っ たこ と や考え
たこ と などを基にし た表現を含む学習活動に釣り 組も う と
し ている。

30 35 35

学年末考査 デザイ ンの下描き 等のワーク シート

4

十
二
の
色
相
環

評価規準

各観点の授業内
評価方法等

2

9

10

11

12

学期末の
各観点比率(%)

授業計画

学習内容・学習単元・学習到達目標等

授業態度（ 話を聞く 姿勢、 提出物、 持ち物）

作品 作品

鑑賞等のワーク シート

3

1

2

3

1

4

5

6

7

8

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

高原 尚司 資料集 感じ る 表す美術

学習目標
造形的なよさ や美し さ などを感じ 取り 、 想像力を働かせて、 主題を表現する能力と 態度を育てる。
目的や条件に応じ て豊かな発想をし 、 構想を練り 、 デザイ ンし 制作する能力と 態度を育てる。
自然や造形作品を鑑賞し 、 そのよさ や美し さ などに関心を持ち、 深く 味わう 能力と 態度を育てる。

評価方法

教科名 美術 美術 中学・高校 全

単位数 週当たり 1. 5時間
使用教科書
補助教材等

美術 1（ 光村出版株式会社）

担当者



科目名 履修学年 2年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

映
像
作
品

学
年
末
考
査

「 絵画鑑賞-レ オナルド ・ ダ・ ヴィ ン チと ルネサン ス」
三大巨匠について学び、 西洋美術史に対し ての理解を 深める 。

また、 なじ みある 絵画や画家を 授業で取り 上る 。 そこ に秘めら れたスト ーリ ーや画家の思いを 理解し よ う と する 豊かな心
を 養う 。

5

ワ
ー

ク
シ
ー

ト

「 漫画の歴史」
現代の日本文化と も 言える 漫画・ アニメ について学び、 成り 立ち についての理解を 深める 。

即興性を 活かし 遠景、 近景を 意識し 漫画と し て表現する 。

「 アニメ ーショ ン 作成」
タ ブレ ッ ト を 使い作画する 過程で、 操作方法を 学ぶ。 形態やスト ーリ ーにあっ た発想、 即興性などの視覚的構成力を 養

う 。

4

6

10

3

1

2

3

12

2

9

11

「 ステン ド グラ スアート ・ 窓の外には？」
グラ スアート フ ィ ルムに触れてみる 。

性質を 理解し て、 どこ の窓から 見たのか？どんな物や景色が見える のか？を イ メ ージし て題材を 練る 。
校内のガラ スを 装飾する 。

１ 年次に学んだ配色や混色の応用と し て行う 。

10

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品

5

6
1

4

7

8

6
作
品

2

2

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
ワ
ー

ク
シ
ー

ト

「 美術史・ 仏像」
仏像の種類や作り 方について、 修学旅行の事前学習を 兼ねて行う 。  仏像は信仰や礼拝の象と し て作ら れたも のではある

が、 美術と し ての美し さ を 細部にも 目を 向け鑑賞する 。

「 モダン テク ニッ ク 」
筆や鉛筆等の画材に頼ら ず偶然にでき る 模様を 楽し む。

モダン テク ニッ ク の技法を 体験を 通し て表現の幅を 広げる 。

「 錯視」
目の錯覚の仕組みを 理解する 。 錯視を 利用し た作画、 作図を 行う 。

学習内容・学習単元・学習到達目標等

各観点の授業内
評価方法等

学年末考査 デザイ ンの下描き 等のワーク シート 授業態度（ 話を聞く 姿勢、 提出物、 持ち物）

作品 作品

鑑賞等のワーク シート

学期末の
各観点比率(%) 30 35 35

授業計画

教科名 美術 美術 中学・高校 全

単位数 週当たり 1時間
使用教科書
補助教材等

美術 1（ 光村出版株式会社） ・ 　 美術 2. 3（ 光村出版株式会社）

担当者

評価規準

・ 形や色彩、 材料、 光などの性質や、 それら が感情
にも たら す効果などを理解するこ と ができ る。
・ 材料や用具の特性を生かし 、 意図に応じ て工夫し
て表現するこ と ができ る。

・ 対象や事象を見つめ感じ 取っ た形や色彩の特徴や美
し さ 、 想像し たこ と などを基に主題を生み出すこ と が
でき る。 また全体と 部分の関係などを考え、 創造的な
構成を工夫し 、 心豊かに表現する構想を練るこ と がで
き る。

・ 美術の創造活動の喜びを味わい、 感じ 取っ たこ と や考え
たこ と などを基にし た表現を含む学習活動に釣り 組も う と
し ている。

高原 尚司 資料集 感じ る 表す美術

学習目標
造形的なよさ や美し さ などを感じ 取り 、 想像力を働かせて、 主題を表現する能力と 態度を育てる。
目的や条件に応じ て豊かな発想をし 、 構想を練り 、 デザイ ンし 制作する能力と 態度を育てる。
自然や造形作品を鑑賞し 、 そのよさ や美し さ などに関心を持ち、 深く 味わう 能力と 態度を育てる。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢



科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

ワ
ー

ク
シ
ー

ト

2

2

9

「 鉛筆デッ サン ・ 静物」
形体のと ら え方、 明暗、 陰影の表し 方、 比例、 均衡、 動静など構図を 考え立体感を 表現する 。 また材料、 用具の適切な使

用法を 学ぶ。

3

「 藍染」
草木染について学ぶ。 絞り 染めの技法について学び、 自分なり の文様を 考えて、 藍を 染料と し てハン カ チを 染める 。

「 飲料のデザイ ン 」
牛乳パッ ク 型の新飲料を デザイ ン する 。

企業の企画・ 開発担当になっ た気分でオリ ジナル飲料のパッ ケージデザイ ン と キャ ッ チコ ピ ーの考案を する 。

6

学
年
末
考
査

12

3

1 「 パブロ ・ ピ カ ソ 」
画家ピ カ ソ について鑑賞を 行う 。 また、 デッ サン の基礎と し てゲルニカ を 鉛筆で表現する 課題を 行う 。

4

10

11

6

8

作
品

作
品

1

4

7

8

「 印象派・ ゴッ ホ・ ジャ ポニズム」
印象派の画家について学ぶ。 ジャ ポニズムを 取り 上げ、 日本画と 洋画のつながり や影響について考察する 。

「 石粉粘土」
思春期と いう 時期を 踏まえ、 自分の性格や特徴を 受け入れ認めていく ために自分を も と にし たキャ ラ ク タ ーを 考える 。 自
己分析を 行い、 自分の特徴を 表し たキャ ラ ク タ ーを 粘土で作成する 。 そのキャ ラ ク タ ーが潜んでいそう な場所を 校内で見

つけ、 風景と 一緒に写真を 撮る 。

7

4

粘
土
作
品
・
写
真
提
出

5

6

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

学習内容・学習単元・学習到達目標等

各観点の授業内
評価方法等

学年末考査 デザイ ンの下描き 等のワーク シート 授業態度（ 話を聞く 姿勢、 提出物、 持ち物）

作品 作品

鑑賞等のワーク シート

学期末の
各観点比率(%) 30 35 35

授業計画

造形的なよさ や美し さ などを感じ 取り 、 想像力を働かせて、 主題を表現する能力と 態度を育てる。
目的や条件に応じ て豊かな発想をし 、 構想を練り 、 デザイ ンし 制作する能力と 態度を育てる。
自然や造形作品を鑑賞し 、 そのよさ や美し さ などに関心を持ち、 深く 味わう 能力と 態度を育てる。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

教科名 美術 美術 中学・高校 全

作
品

単位数 週当たり 1時間
使用教科書
補助教材等

美術 2. 3（ 光村出版株式会社）

担当者

評価規準

・ 形や色彩、 材料、 光などの性質や、 それら が感情
にも たら す効果などを理解するこ と ができ る。
・ 材料や用具の特性を生かし 、 意図に応じ て工夫し
て表現するこ と ができ る。

・ 対象や事象を見つめ感じ 取っ た形や色彩の特徴や美
し さ 、 想像し たこ と などを基に主題を生み出すこ と が
でき る。 また全体と 部分の関係などを考え、 創造的な
構成を工夫し 、 心豊かに表現する構想を練るこ と がで
き る。

・ 美術の創造活動の喜びを味わい、 感じ 取っ たこ と や考え
たこ と などを基にし た表現を含む学習活動に釣り 組も う と
し ている。

丸橋　 正幸 資料集 感じ る 表す美術

学習目標



科目名 履修学年 １年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

単位数 週当たり 1時間
使用教科書
補助教材等

高校生の美術１ （ 日本文教出版）

担当者
髙原 尚司

教科名 芸術 美術 中学・高校 全（選択）

評価規準

・ 形や色彩、 材料、 光などの性質や、 それら が感情
にも たら す効果などを理解するこ と ができ る。
・ 材料や用具の特性を生かし 、 意図に応じ て工夫し
て表現するこ と ができ る。

・ 対象や事象を見つめ感じ 取っ た形や色彩の特徴や美
し さ 、 想像し たこ と などを基に主題を生み出すこ と が
でき る。 また全体と 部分の関係などを考え、 創造的な
構成を工夫し 、 心豊かに表現する構想を練るこ と がで
き る。

・ 美術の創造活動の喜びを味わい、 感じ 取っ たこ と や考え
たこ と などを基にし た表現を含む学習活動に釣り 組も う と
し ている。

学習目標
造形的なよさ や美し さ などを感じ 取り 、 想像力を働かせて、 主題を表現する能力と 態度を育てる。
目的や条件に応じ て豊かな発想をし 、 構想を練り 、 デザイ ンし 制作する能力と 態度を育てる。
自然や造形作品を鑑賞し 、 そのよさ や美し さ などに関心を持ち、 深く 味わう 能力と 態度を育てる。

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

学期末の
各観点比率(%) 30 35 35

1

4

5

6

各観点の授業内
評価方法等

授業計画

3

1

2

10

11

9

2

3

12

8

10

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
・
作
品

丸山 園子

7

「 レ タ リ ン グ」
「 学校行事のためのポスタ ー」 （ デザイ ン 、 鑑賞）

ヴィ ジュ アルデザイ ン の一媒体と し てのポスタ ーの特性を 、 他の媒体と 比較し ながら 考え、 同時にその社会的役割につい
て広い見地で考える 。

伝える べき 内容を 、 簡潔に力強く 、 美し く 表現でき る よ う にする 。
目的や条件に応じ た制作方法の工夫。

色彩の効果と 使用。

学年末考査 デザイ ンの下描き 等のワーク シート 授業態度（ 話を聞く 姿勢、 提出物、 持ち物）

作品 作品

鑑賞等のワーク シート

15

レ
ポ
ー

ト
・
木
彫
作
品

「 写真模写」
自分の好き なも のや風景を 写真に収め、 鉛筆で模写する 。

光や影の要素も と ら える よ う にハッ チン グや濃淡を 工夫する 。
自身の好き なも のについてク ラ スメ イ ト と 共有する 。

学習内容・学習単元・学習到達目標等

「 木彫によ る カ ト ラ リ ーの作成」 （ 彫塑、 鑑賞）
木材の特徴を 生かし 、 スプーン を デザイ ン ・ 制作する 。

電動のこ ぎり 、 彫刻刀、 小刀の正し い用法について学ぶ。
一方向から の見方だけではなく 、 三次元的な思考を イ メ ージでき る よ う にする 。

実際に使用する 時を 想定し た、 造形や手触り を 心がける 。

10

デ
ッ

サ
ン
作
品



科目名 履修学年 2年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

「 静物画」
こ れまで取り 組んでき た美術的な要素を 再考し 、 自分なり のと ら え方で高校最後の美術作品と し て、 静物を 表現する 。

　 八つ切り 画用紙にメ ディ ウムで溶いた絵の具を 油絵のよ う に盛っ て仕上げる 。
10

絵
画
作
品

評価規準

・ 形や色彩、 材料、 光などの性質や、 それら が感情
にも たら す効果などを理解するこ と ができ る。
・ 材料や用具の特性を生かし 、 意図に応じ て工夫し
て表現するこ と ができ る。

・ 対象や事象を見つめ感じ 取っ た形や色彩の特徴や美
し さ 、 想像し たこ と などを基に主題を生み出すこ と が
でき る。 また全体と 部分の関係などを考え、 創造的な
構成を工夫し 、 心豊かに表現する構想を練るこ と がで
き る。

・ 美術の創造活動の喜びを味わい、 感じ 取っ たこ と や考え
たこ と などを基にし た表現を含む学習活動に釣り 組も う と
し ている。

授業計画

35 35

知識・技能 思考・判断・表現

教科名 芸術 美術 中学・高校

学習目標
造形的なよさ や美し さ などを感じ 取り 、 想像力を働かせて、 主題を表現する能力と 態度を育てる。
目的や条件に応じ て豊かな発想をし 、 構想を練り 、 デザイ ンし 制作する能力と 態度を育てる。
自然や造形作品を鑑賞し 、 そのよさ や美し さ などに関心を持ち、 深く 味わう 能力と 態度を育てる。

主体的に学習に取り組む姿勢
評価方法

評価観点

全（選択）

単位数 週当たり 1時間
使用教科書
補助教材等

高校生の美術１ （ 日本文教出版）

担当者
丸橋　 正幸

小林あか里

各観点の授業内
評価方法等

学年末考査 デザイ ンの下描き 等のワーク シート 授業態度（ 話を聞く 姿勢、 提出物、 持ち物）

作品 作品

鑑賞等のワーク シート

学習内容・学習単元・学習到達目標等

学期末の
各観点比率(%) 30

1

4

10

5

6

7

11

12

2

9

「 鋳造」
錫合金を 溶かし て、 オリ ジナルのキーホルダー、 ブロ ーチ、 ペン ダン ト のいずれかの装身具制作する 。

石膏や油粘土で型どり を 行い、 錫合金の鋳造を する 。
やすり で磨き 、 鏨等で自分なり の模様を 彫り 、 仕上げる 。

15

レ
ポ
ー

ト
・
彫
金
作
品

8

3

1

10

広
告
作
品
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

2

3

「 商品宣伝のための表現・ 九州土産の考案」
デザイ ン の実際を 理解する ために架空の商品を イ メ ージし 、

その宣伝のための多様性のある ビ ジュ アル的作品を 考える 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 個
人単位のタ イ ムスケジュ ールを 組み立て作業の工程を 自己管理する 。

広告の効果や表現の方法を 具体的にプレ ゼン テーショ ン する 機会と し 、
その発表の主題と テーマを も と に完成度のある 宣伝広告に仕上げる 。
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